




仙南信用金庫は、

平成 22 年 6 月に創立 60 周年を迎えました。

これからもずっと皆様にとって

親しみの持てる信用金庫であり続けたいと

願っています。

当金庫では、「地域とともに生きていく」をスローガンに地域経済の発展に貢献していくことを経営の基本方針として、
地域のお客様から預金としてお預かりした資金を地元に還元できるよう積極的に融資取引の拡大をはかり、
地域の中小企業や個人のお客様の資金ニーズにお応えしていきます。

「地域密着型金融」とは、
「お客様との親密で長いお付き合いのなかで蓄積してきた情報を基に行う金融取引」のことです。
協同組織金融機関である当金庫は、その活動のすべてが「地域密着型金融」であると考えています。

基本的考え

具体的な取り組み

SENNAN
SHINKIN

BANK

本部専門部署と営業店が連携し、お客様の財務内容改善のお手伝いをしています。

不動産担保や個人保証に過度に依存しない融資手法の導入に取組んでいます。

スコアリングモデル審査等、中小企業の資金ニーズに迅速に対応できる体制の確立に取組んでいます。

営業活動を通じた融資相談・融資提案を行い地域経済に貢献するため、金庫内研修を活発に行うとともに
外部研修に職員を派遣する等、人材の育成と職員のスキルアップをはかっています。

「ビジネスマッチ東北2010」（新たなビジネスチャンスを掘り起こす商談会）への参加企業のご推薦等、
お取引先企業の販路拡大をはかるとともに、地域の産業の振興をはかっています。

地方公共団体に対する資金の貸付、公金預金の受入れ、地方債の引受等の取引を通じて地域の発展に貢献しています。

地域密着型金融の推進

信用金庫の3つのビジョン

中小企業の
健全な発展

地域社会
繁栄への奉仕

国民生活の
向上

❶
❷
❸

❹

❺

❻

ごあいさつ

　皆様には、平素より格別のお引立てを賜り、誠に有難く厚く御礼申し上げます。

　このたび、当金庫の平成 22 年度仮決算（平成 22 年 9月期の業績）がまとまりま

したので、その内容や地域貢献の取組み等について報告させていただきます。

　当金庫は昭和 25 年の創業以来、協同組織の地域金融機関として、地元のお客様

からお預かりしたご預金を中小企業の皆様の事業展開や、地域住民の皆様の生活向

上のためにご融資することで、地域経済、地域社会の健全な発展に寄与して参りました。

　これからもより良い金融サービスの提供に努めるとともに、更なる地域発展のため、

役職員一丸となって努力して参る所存でございますので、今後とも一層のご支援、

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

 平成 22 年11月

 仙南信用金庫

 理事長　渡邊　大助

ゆめちゃん
（長女）

のぞみちゃん
（二女）

かなちゃん
（三女）
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貸出金の内訳	 （単位：百万円、％）

業種
平成 21年 9月末

業種
平成 22 年 9月末

残高 構成比 残高 構成比
製 造 業 5,901 8.1 製 造 業 5,403 7.3
農  業    ､  林  業 85 0.1 農  業    ､  林  業 34 0.1
漁 業 − − 漁 業 − −
鉱業、採石業、砂利採取業 258 0.3 鉱業、採石業、砂利採取業 214 0.3
建 設 業 8,741 12.0 建 設 業 8,699 11.8
電気･ガス･熱供給 ･水道業 145 0.2 電気･ガス･熱供給 ･水道業 237 0.3
情 報 通 信 業 11 0.0 情 報 通 信 業 5 0.0
運 輸 業   ､ 郵 便 業 1,483 2.0 運 輸 業   ､ 郵 便 業 1,522 2.1
卸 売 業 2,259 3.1 卸 売 業 1,998 2.7
小 売 業 3,846 5.3 小 売 業 3,822 5.2
金 融 ・ 保 険 業 600 0.8 金 融 ・ 保 険 業 600 0.8
不 動 産 業 17,972 24.6 不 動 産 業 17,774 24.2
物 品 賃 貸 業 334 0.5 物 品 賃 貸 業 282 0.4
学術研究、専門・技術サービス業 173 0.2 学術研究、専門・技術サービス業 216 0.3
宿 泊 業 406 0.6 宿 泊 業 371 0.5
飲 食 業 996 1.4 飲 食 業 1,084 1.5
生活関連サービス業、娯楽業 893 1.2 生活関連サービス業、娯楽業 987 1.3
教 育  ､ 学 習 支 援 業 425 0.6 教 育  ､ 学 習 支 援 業 377 0.5
医 療 ・ 福 祉 1,534 2.1 医 療 ・ 福 祉 1,678 2.3
そ の 他 の サ ー ビ ス 1,752 2.4 そ の 他 の サ ー ビ ス 2,258 3.1
小 計 47,824 65.5 小 計 47,572 64.7
地 方 公 共 団 体 5,504 7.5 地 方 公 共 団 体 6,856 9.3
個 人 19,728 27.0 個 人 19,155 26.0
合 計 73,056 100.0 合 計 73,583 100.0

（注） 業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

　預金面では、長引く地域経済の低迷を背景に法人等の預金はほぼ横ばいでしたが、個人預金が安定的に増加し、平成22年 9月
末で平成22年3月末比47億円増の1,313億円となりました。
　一方、貸出金については、地域経済の低迷を背景に法人向け・個人向けともに減少し、平成22年 9月末で平成22年 3月末比
15億円減の735億円となりました。

　金利の低下による貸出金利息収入の減少が預金の支払利
息減少を上回っていることや、ここ数年の積極的な新入職
員採用による人件費の増加を主因として、本来業務の利益
である業務純益は前年同期比 15 百万円減の 203 百万円
になりました。
　一方、不良債権処理費用が前年同期比で大幅に減少した
こと等から、経常利益は 42 百万円増の 153 百万円、当
期純利益は 65 百万円増の 121 百万円といずれも前年同
期比増益となりました。

本誌に掲載している諸計数につきましては、会計監査人の監査を受けておりません。
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自己資本の構成	 （単位：百万円）

項　　目 平成22年3月末 平成22年9月末

（ 自 己 資 本 ）

出 資 金 730 729

利 益 準 備 金 731 731

特 別 積 立 金 3,603 3,603

次 期 繰 越 金 1,826 1,948

そ の 他 有 価 証 券 の 評 価 差 損 − −

基 本 的 項 目 （ A ） 6,890 7,012

一 般 貸 倒 引 当 金 120 105

補 完 的 項 目 （ B ） 120 105

自己資本 総 額［（ A ）+（ B）］（ C） 7,011 7,118
他の金融機関の資本調達手段の意図的な保有相当額 894 894

期限付劣後債務及び期限付優先出資並び
にこれらに準ずるもの 600 600

基本的項目からの控除分を除く、自己資本控除とされる
証券化エクスポージャー及び信用補完機能を持つ I/Oス
トリップス（告示第 247 条を準用する場合を含む。）

34 34

控 除 項 目 不 算 入 額 △ 894 △ 894

控 除 項 目 計 （ D ） 34 34

自 己 資 本 額［（ C ）－（ D ）］（ E ） 6,977 7,084

（ リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 ）

資 産（ オ ン・バ ラ ン ス 項 目 ） 45,278 46,202

オ フ ・ バ ラ ン ス 取 引 項 目 964 435
オペレーショナル・リスク相当額を	
8 % で 除 し て 得 た 額 4,814 4,814

リ ス ク・ア セ ッ ト 等 計（ F ） 51,058 51,451

T i e r 1 比 率 （ A ／ F ） 13.49% 13.62%

自 己 資 本 比 率（E ／ F） 13.66% 13.76%

（注）�自己資本比率規制の一部を弾力化する特例（平成 20 年金融庁告示第 79 号）に基づき、
「その他有価証券の評価差損」を基本的項目から控除しておりません。なお、「その他
有価証券の評価差損」の額を控除して計算した場合の自己資本比率は、平成 22 年 3
月末が 12.77％、平成 22 年 9 月末が 13.33％となります。

自己資本の充実度	 （単位 : 百万円）

平成 22 年 3月末 平成 22 年 9月末

リスク・	
アセット等

所要	
自己資本額

リスク・	
アセット等

所要	
自己資本額

イ．信用リスクアセット・所要自己資本の額合計 46,243 1,849 46,637 1,865
①標準的手法が適用されるポート
フォリオごとのエクスポージャー 46,193 1,847 46,587 1,863

ソ ブ リ ン 向 け 130 5 216 8

金融機関及び第一種金融商品取引業者向け 9,167 366 10,274 410

法 人 等 向 け 6,269 250 6,737 269

中小企業等向け及び個人向け 8,481 339 8,179 327

抵 当 権 付 住 宅 ロ ー ン 5,603 224 5,847 233

不 動 産 取 得 等 事 業 向 け 8,890 355 8,617 344

三 月 以 上 延 滞 等 789 31 603 24

信用保証協会等による保証付 893 35 941 37

出 資 等 1,670 66 1,645 65

そ の 他 4,297 171 3,524 140

② 証 券 化 エクス ポ ー ジャ ー 50 2 50 2

ロ．オ ペ レ ー シ ョ ナ ル ・ リ ス ク 4,814 192 4,814 192

総 所 要 自 己 資 本 額 （ イ＋ ロ ） 51,058 2,042 51,451 2,058

（注）所要自己資本の額＝リスク・アセット等×４％

金融再生法に基づく開示債権	 （単位：百万円、％）

開示区分 開示残高（ａ） 保全額（ｂ） 保全率	
（b）/（ａ）

引当率	
（d）/（a− c）担保 ･保証等による	

回収見込額（ｃ） 貸倒引当金（ｄ）

金 融 再 生 法 上 の	
不 良 債 権（ Ａ ）

22年3月末 3,714 3,711 3,374 336 99.91 99.07

22年9月末 3,487 3,472 3,143 328 99.54 95.43

増　　　減 △ 226 △ 238 △ 231 △ 7 △ 0.37 △ 3.64

破産更生債権及び	
これらに準ずる債権

22年3月末 1,451 1,451 1,237 213 100.00 100.00

22年9月末 1,145 1,145 928 217 100.00 100.00

危 険 債 権
22年3月末 2,185 2,179 2,078 100 99.71 94.09

22年9月末 2,247 2,242 2,139 102 99.75 94.92

要 管 理 債 権
22年3月末 77 80 58 22 100.00 116.82

22年9月末 94 83 75 8 89.14 44.24

正 常 債 権
22年3月末 72,413

22年9月末 70,938
不良債権比率	
（A） /（B）

22年3月末 4.87

合 計 （ Ｂ ）
22年3月末 76,127 22年9月末 4.68

22年9月末 74,426 増　　　減 △ 0.19

（注）百万円未満及び小数点第３位以下は切り捨てて表示しています。

　金融再生法（金融機能の再生のための緊急措置に関する法律）に基づく債権は、貸出金のほか貸出金に準ずる未収利息、仮払金お
よび債務保証見返が対象となっています。
　平成22年9月末の不良債権は、金融再生法施行規則第4条に規定する各債権を債務者区分ごとに分類し、以下のとおり算出しています。

不良債権に対する備え
　上表に記載のとおり、金融再生法に基づく不良債権額（a）は3,487百万円となりましたが、この不良債権額には担保や保証等
による回収見込額（c）3,143百万円が含まれていますので、この金額がそのまま損失に繋がるものではありません。また、引当基
準にしたがって328百万円の貸倒引当金（d）を積立てし不良債権に備えています。

　当金庫の平成22年 9月末時点の自己資本額は、所要自己
資本額2,058百万円の3.4倍の7,084百万円となっていま
す。
　このように当金庫の自己資本は高水準で充実しています。
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金融再生法ベースの債権区分による開示（単体）
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満期保有目的の債券	 （単位：百万円）

種 類
平成 22 年 3月末 平成 22 年 9月末

貸借対照表計上額 時　　価 差　　額 貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

時 価 が 貸 借 対 照 表
計上額を超えるもの

国 債 ー ー ー ー ー ー
地 方 債 ー ー ー ー ー ー
短 期 社 債 ー ー ー ー ー ー
社 債 ー ー ー ー ー ー
そ の 他 ー ー ー ー ー ー
小 計 ー ー ー ー ー ー

時 価 が 貸 借 対 照 表
計上額を超えないもの

国 債 ー ー ー ー ー ー
地 方 債 ー ー ー ー ー ー
短 期 社 債 ー ー ー ー ー ー
社 債 100 95 	 △	 4 100 91 △ 8
そ の 他 2,499 2,181 	 △	 318 1,499 1,278 △ 221
小 計 2,599 2,277 	 △	 322 1,599 1,370 △ 229

合　　　　　計 2,599 2,277 	 △	322 1,599 1,370 △ 229
（注）	１. 時価は、期末日における市場価格等に基づいております。　２. 上記の ｢その他｣ は、外国証券です。　３. 時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表に含めておりません。

その他有価証券	 （単位：百万円）

種 類
平成 22 年 3月末 平成 22 年 9月末

貸借対照表計上額 取 得 原 価 差　　額 貸借対照表計上額 取 得 原 価 差　　額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株 式 ー ー ー − − −
債 券 7,916 7,769 146 13,349 12,989 359
国 債 3,976 3,892 84 5,964 5,806 157
地 方 債 87 86 1 156 154 2
短 期 社 債 ー ー ー − − −
社 債 3,852 3,790 61 7,228 7,028 199

そ の 他 239 228 10 − − −
小 計 8,156 7,998 157 13,349 12,989 359

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株 式 ー ー ー − − −
債 券 6,464 6,623 	 △	 159 2,497 2,533 △ 35
国 債 4,073 4,204 	 △	 130 2,012 2,033 △ 20
地 方 債 29 29 	 △	 0 − − −
短 期 社 債 ー ー ー − − −
社 債 2,360 2,389 	 △	 28 484 500 △ 15

そ の 他 2,528 3,186 	 △	658 2,772 3,418 △ 646
小 計 8,992 9,810 	 △	 817 5,270 5,952 △ 682

合　　　　　計 17,148 17,808 	 △	659 18,619 18,941 △ 322
（注）	1. ｢貸借対照表計上額｣ は、期末日における市場価格等に基づいております。　2. 上記の ｢その他｣ は、外国証券及び投資信託、信金中金優先出資証券、投資事業組合への出資金です。
	 3. 時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表に含めておりません。
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地域の子供達の未来のために（教育支援）

有価証券の時価情報（単体）

少年野球大会

　「第 12 回仙南信用金庫理事長旗争奪
少年野球大会」（近隣１市４町の少年野
球チーム 18 チームが参加）を、７月に
開催。二日間に亘り熱戦が繰り広げられ、

「川崎館山バッファローズ」チームが初
優勝を飾りました。

H22.7.11 開会式

H22.7.18 川崎館山バッファローズ

寺子屋学習室

　7 月 26 日（月）～ 30 日（金）の 1 週間、当金庫本店 3 階の
しんきんホールを小・中学生に学習室として開放しました。延べ
174 人の子供たちが夏休みの宿題などの自学学習に取組みまし
た。

H22.7.28



−  6  −
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各種祭典への参加

　白石市はもちろん、
各営業店において地域
の 春 祭 り や 夏 祭 り な
どの行事に積極的に参
加・協賛しています。

H22.5.3 白石春祭り

献血

　毎年、金庫役職員を対象として、献血を実施しております。（「信用
金庫の日」の活動の一環）

H22.6.10

　毎年、全店統一活動として、早朝に店周及び隣接地の清掃活動を実
施しました。（「信用金庫の日」の活動の一環）

H22.6.15

おかねの教室（金融教育出前講座）

　地域の子供達に「お金のこと」や「お金の大切さ」など理解してもらうため、「仙南信用金庫おかねの教室」を白石市内 2 校（白
石第一小学校 5 年生 3 クラス、白石第二小学校 6 年生 3 クラス）で実施しました。今年度が初めての実施です。

H22.9.24 白石第一小学校 H22.9.27 白石第二小学校

清掃活動

地域とともに生きていく（地域貢献活動）

講義内容

○ お金に関するクイズ

○ 1 億円の重さ体験

○ 札勘体験

○ お金を大切にしよう

○ 「おこづかい帳」を
つけよう


